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皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
秋
本
番
で
す
。

朝
晩
は
冷
え
込
み
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
ご

自
愛
く
だ
さ
い
。

   

実
録
・
覚
王
山
日
泰
寺
縁
起
を
お
伝
え

し
て
い
る
今
年
の
か
わ
ら
版
。
い
よ
い
よ

ご
真
骨
（
本
物
と
認
定
さ
れ
て
い
仏
舎

利
）
奉
安
場
所
が
名
古
屋
に
決
ま
り
ま
す
。

★
建
仁
寺

   

一
九
〇
二
年
（
明
治
三
十
五
年
）
七
月

二
十
八
日
、
各
宗
派
管
長
会
議
が
京
都
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
論
の
結
果
、
最
終

候
補
地
は
京
都
と
名
古
屋
の
二
ヶ
所
に
絞

ら
れ
ま
し
た
。

   

名
古
屋
が
残
っ
た
主
因
は
、
十
万
余
坪

の
広
大
な
用
地
と
潤
沢
な
資
金
が
確
保
さ

れ
て
い
た
こ
と
で
す
。

   

京
都
派
も
平
安
同
志
会
を
結
成
。
神
楽

岡
、
松
ヶ
崎
（
左
京
区
）
、
日
岡
（
山
科

区
）
が
候
補
地
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
名

古
屋
に
比
べ
て
狭
い
の
が
難
点
で
し
た
。

   

そ
の
後
は
京
都
派
、
名
古
屋
派
が
相
乱

れ
、
怪
文
書
や
醜
聞
が
乱
れ
飛
び
、
な
か

な
か
決
め
手
が
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
九
月
十
六
日
、
痺
れ
を
切
ら
し
た
外
務

省
政
務
局
長
山
座
円
次
郎
は
各
宗
派
管
長

に
決
定
督
促
の
書
簡
を
送
り
ま
し
た
。

   

そ
し
て
十
月
十
二
日
、
覚
王
殿
建
設
地

の
最
終
決
定
会
議
が
建
仁
寺
で
開
催
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

   

建
仁
寺
は
京
都
市
東
山
区
に
あ
る
臨
済

宗
建
仁
寺
派
大
本
山
で
す
。

   
京
都
派
も
名
古
屋
派
も
苛
烈
な
運
動
を

展
開
。
今
風
に
言
え
ば
ロ
ビ
ー
活
動
。
要
す

る
に
多
数
派
工
作
で
す
。

   

名
古
屋
派
は
早
々
と
建
仁
寺
に
到
着
す

る
一
方
、
京
都
派
は
建
仁
寺
内
久
院
に
集

ま
っ
て
情
報
収
集
と
作
戦
会
議
。

   

会
場
周
辺
は
、
仏
教
に
は
相
応
し
く
な

い
言
葉
で
す
が
（
笑
）
殺
気
立
っ
て
い
た

と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

★
三
十
七
対
一

   

会
場
は
緊
迫
し
て
い
ま
し
た
。
決
定
権

者
は
八
十
四
名
。
三
十
三
宗
派
代
表
と
、

寺
院
数
に
応
じ
て
各
宗
派
か
ら
選
出
さ
れ

た
五
十
一
名
。

   

午
前
の
会
議
で
は
名
古
屋
派
優
勢
。
情
勢

を
憂
慮
し
た
京
都
派
は
、
記
名
投
票
で
最

終
決
定
を
行
う
こ
と
を
提
案
。

   

名
古
屋
派
は
記
名
投
票
で
は
過
日
に
禍

根
を
残
す
こ
と
を
危
惧
し
、
無
記
名
投
票

を
主
張
。

   

結
局
、
記
名
投
票
の
提
案
は
否
決
。
記
名

投
票
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
を
理
由

に
八
宗
派
が
退
席
し
ま
し
た
。

   

日
蓮
宗
の
津
田
日
厚
が
、
混
乱
回
避
を

企
図
し
て
議
事
日
程
変
更
の
緊
急
動
議
を

提
出
す
る
も
否
決
。
混
乱
回
避
の
た
め
に
、

選
定
を
大
宗
派
に
委
ね
る
べ
き
と
の
提
案

等
を
出
た
も
の
の
、
こ
れ
も
否
決
。
こ
れ

を
受
け
て
さ
ら
に
六
宗
派
が
退
席
。

   

こ
う
し
た
展
開
の
中
で
、
大
谷
派
を
除

く
真
宗
諸
派
の
僧
侶
も
退
席
。
議
場
は
騒

然
と
し
ま
す
。

   
京
都
、
名
古
屋
ど
ち
ら
に
も
組
せ
ず
、

そ
も
そ
も
出
席
を
辞
退
し
た
中
立
派
も
五

宗
派
あ
り
、
結
局
最
後
ま
で
会
議
に
出
席

し
た
の
は
十
四
宗
派
、
三
十
八
名
。

   

そ
の
後
、
残
っ
た
委
員
で
無
記
名
投
票

に
よ
る
採
決
が
行
わ
れ
、
三
十
七
対
一
の

圧
倒
的
多
数
で
建
設
地
が
名
古
屋
に
決
定

し
ま
し
た
。

   

有
権
者
は
八
十
四
名
で
し
た
が
、
最
初

か
ら
出
席
辞
退
の
中
立
派
を
除
く
と
六
十

二
名
。
も
と
も
と
、
名
古
屋
支
持
三
十
七

名
に
対
し
、
京
都
支
持
二
十
五
名
。
名
古

屋
派
が
有
利
な
状
況
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

   

嘘
の
よ
う
な
話
で
す
が
、
史
実
で
す
。

   

一
部
の
宗
派
か
ら
投
票
の
無
効
の
訴
え

が
あ
り
ま
し
た
が
、
結
果
が
覆
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

   

こ
う
し
て
覚
王
殿
は
名
古
屋
に
建
設
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

★
日
本
大
菩
提
会
愛
知
協
賛
会

   

十
月
二
十
二
日
、
名
古
屋
で
は
御
遺
形

奉
安
置
選
定
期
成
同
盟
会
を
解
散
し
、
日
本

大
菩
提
会
愛
知
協
賛
会
に
改
組
。

   

会
長
に
尾
張
徳
川
家
当
主
徳
川
義
礼
や

愛
知
県
知
事
深
野
一
三
が
推
さ
れ
ま
し
た

が
い
ず
れ
も
辞
退
。
会
長
不
在
の
ま
ま
、

吉
田
禄
在
、
小
栗
富
治
郎
、
服
部
小
十
郎

の
副
会
長
三
名
体
制
で
発
足
し
ま
し
た
。

   

十
一
月
五
日
、
各
宗
派
管
長
会
議
が
開

催
さ
れ
、
十
一
月
十
五
日
に
仏
舎
利
を
京

都
か
ら
名
古
屋
に
奉
遷
し
、
大
日
本
菩
提

会
も
移
転
さ
せ
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

   

辞
意
を
表
明
し
た
村
田
と
前
田
に
代
わ

り
、
会
長
に
は
仏
舎
利
奉
迎
使
節
団
の
正

使
を
務
め
た
東
本
願
寺
の
大
谷
光
演
（
句

仏
上
人
）
、
副
会
長
に
や
は
り
使
節
団
の

副
使
を
務
め
た
曹
洞
宗
の
日
置
黙
仙
（
後

の
永
平
寺
貫
主
）
が
就
任
し
ま
し
た
。

★
名
古
屋
・
万
松
寺

   

さ
て
、
来
月
は
い
よ
い
よ
名
古
屋
に
ご

真
骨
が
奉
遷
さ
れ
ま
す
。
、
仮
奉
安
所
と

な
っ
た
の
は
門
前
町
（
大
須
）
の
万
松
寺

で
す
。
乞
ご
期
待
。

覚王殿建設地の最終決定会議が開かれた建仁寺


